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椎葉村役場 職員配置図村　長 　椎　葉　晃　充

副村長 　椎　葉　次　男 村の新体制を紹介します平成21年度 
（４月１日現在）

課　　名 課　長 課長補佐･グループ長 係長等 課　　員

議会事務局
（監査）

℡６７−３２０９

事務局長
　山本　直美 椎葉　富美

総　務　課
（選挙管理委員会）
℡６７−３２０１
℡６７−３２０３

課　長
　黒木　保隆

行政グループ長
　綾　美智代

那須　力男
那須　　建

右田　百合
岡村　美和
黒木　誉胤

財務グループ長
　甲斐万寿也 椎葉　聖哉 椎葉　幸治

那須晋太郎

企画観光グループ長
　右田　忠仁

那須　　稔
中瀬　育生
右田　邦子

那須　裕樹

税務住民課
（会計室）

℡６７−３２０５

課　長
会計管理者
　椎葉　良詔

課長補佐（会計室）
　谷川　修二 那須るり子

税務グループ長
　椎葉　隆文

椎葉　恵子
黒木　治実

椎葉　竜也
尾前　貴大

住民グループ長
　那須　邦子

椎葉　豊武
椎葉　康吉

椎山今朝子
黒木久美子

福祉保健課
（保健センター）
℡６８−７５１０
℡６８−７５１２
℡６８−７５１３

課　長
保健センター所長
地域包括支援セン
ター所長
　椎葉喜美代

課長補佐
保健センター副所長
　尾前　広史

那須　暢明
山本　圭吾
右田ひづる

黒木マチ子
椎葉　洋平・松岡　謹直
境　　裕香・日與川瑠美
黒木　美郷

地域包括支援センター
副所長　椎葉　邦子 鈴木　妙子

農林振興課
（農業委員会）
℡６７−３２０６

課　長
　椎葉　和博

課長補佐
　那須　秀徳

甲斐　　壽
椎葉今朝志
椎葉　清吉
那須　和志
那須　健司
椎葉　貴幸

桑原　資子
蔵座ゆき美
松岡　陽平
松岡　哲寛

建　設　課
℡６７−３２０７

課　長
　椎葉　　勇

松岡　正社
椎葉　　豊
尾前　幸子
椎葉　友和

尾前　義文
那須　孝寛
甲斐　直己

国民健康保険病院
℡６７−２００８

院長（医師）
　吉持 厳信
副院長（医師）
　青山　剛士
医長（医師）
　増田　浩一

事務長
　甲斐　敬敏

看護師長
　山本ヤエ子

病　棟

松岡のり子・那須　文代
甲斐　惠子・安藤　裕子
椎葉里恵子・下野　寿美
椎葉真由美・那須　峰子
右田芽衣子・山中みすの
椎葉マサ子・那須美代子

外来主任
　椎葉　京子

山中　伴子・椎葉　睦美
尾前　玲子・椎葉　清美
椎葉　晴美

事務長補佐
　日隈　浩一

医　事 梅北　実利
管理栄養士 甲斐ミハル

薬　局 那須久美子･甲斐　睦宏
検査技師 吉田　　望
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課　　名 課　長 課長補佐 係　長 課　　員

教育委員会
℡６７−２８５０

教育長
　甲斐 眞后

課　長
　清田　勇人

課長補佐
　椎山　　操
課長補佐（県派遣）
　濵砂　光弘

山中　千夏 椎葉　智成・椎葉　洋介
中瀬　寿則・岡村　晃美

寄宿舎
℡６７−２０４４

那須　伸二

甲斐　辰男・右田ちいほ
甲斐　浩子・黒木　加恵

小学校・中学校 勤務
学　校　名 給食調理員 学校用務員

椎 葉 小 学 校
（鹿野遊小学校）
（小崎小学校）

椎葉スズエ
藏座　祐子
右田　世佳
椎葉　藤香

黒木せい子

尾 向 小 学 校 廣末ツユ子
椎葉　茂子

不土野小学校 椎葉　美幸
大河内小学校 黒木カヨ子
松 尾 小 学 校 山中ルリ子

椎 葉 中 学 校 甲斐　町子
那須裕美子

松 尾 中 学 校 椎葉　廣美

児童館･保育所 勤務
施　設　名 保育士

上 椎 葉 児 童 館
那須香代子
西村三容子

鹿野遊へき地保育所 黒木　友梨

向 山 児 童 館 椎葉　祥子
那須　智美

小 崎 児 童 館 濱砂　早苗

大河内へき地保育所 山中ちどり

松 尾 児 童 館 椎葉ユカリ
椎葉　夏妃

◦椎葉村 定期人事異動◦
　村は４月１日付けで４人を採用、２人を県より派遣、54人の定期
異動を行いました。今回は議会事務局長を課長職とするなど、昇格者
は19人。会計管理者は税務住民課長が兼職となり、技能労務職員１
人を一般職へ職種変更しました。今年度は試行的に総務課と税務住民
課にグループ制が導入されています。また、嘱託職員22人への辞令
も交付(内、新規採用４人)されました。

退職者（７人）
尾前由賀志（教 育 課 長）
下田　研士（福祉保健課長）
椎葉　博保（税務住民課長補佐）
椎葉　洋子（会 計 管 理 者）
荒竹トシ子（病院看護師長）
田原みつ子（給 食 調 理 員）
椎葉　周子（病 院 医 事 係）
新規採用（４人）
松岡　哲寛（農 林 振 興 課）
黒木　誉胤（総 　 務 　 課）
尾前　貴大（税 務 住 民 課）
下野　寿美（病 院 看 護 師）

たくさんの緑に囲まれた役場周辺の風景（上椎葉）



村
民
の
み
な
さ
ん  

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

椎
葉
村
に
赴ふ

任に
ん

し
て
き
ま
し
た

　

児
湯
教
育
事
務
所
か
ら
赴

任
し
ま
し
た
。
学
校
教
育
充

実
の
た
め
に
先
生
方
と
と
も

に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

教育委員会 指導主事

濵
はま

砂
すな

 光
みつ

弘
ひろ

 さん
（44歳・佐礼住宅）

　

美
味
し
い
酒
を
求
め
、
日

本
全
国
旅
す
る
こ
と
が
趣
味

で
す
。
椎
葉
村
民
の
健
康
の

た
め
に
、
一
生
懸
命
や
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

椎葉病院 医師

増
ます

田
だ

 浩
こう

一
いち

 さん
（28歳・上椎葉上２）

　

管
轄
が
広
く
、
ま
だ
全
体

を
把
握
し
き
れ
ま
せ
ん
。
道

が
分
か
ら
な
い
時
に
は
、
み

な
さ
ん
に
尋
ね
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

日向警察署 椎葉駐在所

戸
と

高
だか

 大
ひろ

志
し

 さん
（34歳・上椎葉中１）

　

高
千
穂
町
商
工
会
か
ら
異

動
と
な
り
ま
し
た
。
出
身
は

宮
崎
市
で
す
。
椎
葉
村
の
商

工
業
発
展
の
た
め
に
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
。

商工会 経営指導員

和
わ

田
だ

 龍
りゅう

祐
すけ

 さん
（32歳・針金橋団地）

役
場
の
新
規
採
用
職
員
で
す

　

６
歳
の
娘
と
３
歳
の
息
子

と
６
人
家
族
で
ワ
イ
ワ
イ
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
椎
葉
の
歴

史
を
勉
強
中
で
す
。

　

農
政
係
の
松
岡
で
す
。
農

家
の
方
々
の
元
気
に
は
驚
か

さ
れ
て
ば
か
り
で
す
。
椎
葉

の
み
な
さ
ん
の
力
に
な
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

椎
葉
に
来
て
早
４
年
目
、

今
年
は
村
内
の
行
事
活
動
に

積
極
性
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

頑
張
り
ま
す
！

　

こ
の
春
に
椎
葉
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
早
く
み
な
さ
ん

に
顔
と
名
前
を
覚
え
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

椎葉病院 看護師

下
しも

野
の

 寿
す

美
み

（34歳・間柏原）

農林振興課

松
まつ

岡
おか

 哲
あき

寛
のり

（22歳・下松尾）

税務住民課

尾
お

前
まえ

 貴
たか

大
ひろ

（23歳・尾前下）

総務課

黒
くろ

木
ぎ

 誉
よし

胤
つぐ

（23歳・横野）
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３
年
間
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
務
め
て
き
た

右
田
利り

佳か

さ
ん
（
合
戦
原
）
が
退
職
し
、

４
月
か
ら
那
須
芙ふ

美み

代よ

さ
ん
（
上
椎
葉
上

一
）
が
村
民
の
み
な
さ
ん
へ
声
の
便
り
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。
元
気
な
声
で
た
く

さ
ん
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▲新アナウンサーの那須さん（左）
　３月で退職した右田さん（右）

「
オ
フ
ト
ー
ク
」
と
は
？

　

電
話
の
空
き
時
間
を
利
用
し
て
、
屋
内

に
設
置
し
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
一
日
３

回
、
村
か
ら
の
情
報
が
流
れ
ま
す
。
利

用
料
金
は
月
額
５
０
０
円
で
個
人
負
担
は

３
０
０
円
（
２
０
０
円
は
村
が
負
担
）
で

す
。
新
設
、
廃
止
、
転
居
な
ど
の
異
動
が

あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
０
９
８
２

−

６
７

−

３
２
０
１

オ
フ
ト
ー
ク
「
や
ま
び
こ
通
信
」

新
し
い
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

紹
介
し
ま
す



平成21年度　新体制

黒木 吉美（尾　崎）

栂　

尾
区長（公民館長）紹介

松岡　鍾（下松尾）

松　

尾

椎葉　満（矢　立）

大
河
内

那須 朝光（夜狩内）

上
椎
葉

那須　登（鹿野遊）

鹿
野
遊

那須 義定（古枝尾下）

不
土
野

黒木　忠（横　野）

尾
八
重

右田 静男（川の口）

小　

崎

尾前 誠一（鶴の平）

尾　

向

黒木 芳弘（仲　塔）

仲　

塔
　平成21年度の区長（公民館長）さんです。み

なさんには各地区の重要な連絡調整役として、１

年間ご苦労いただくことになります。よろしくお

願いいたします。（敬称略）

■火 災 通 報　☎１１９

■椎葉村役場　☎０９８２−６７−３１１１

■日向警察署 椎葉駐在所

　　　　　　　☎０９８２−６７−２１１０

■西都警察署 村所駐在所

　　　　　　　☎０９８３−３６−１１０１

役職名 氏　　名 電話番号 担当区域

団　　長 那須 義雄 0982−67−4403

村　 全　 域
副 団 長

椎葉 信紘 0982−67−2077

椎葉 吉人 0982−67−5527

本 部 長 甲斐 愼二 0982−67−2125 上　 椎　 葉

第１部長 那須 　浩 0982−67−4126 鹿野遊･仲塔

第２部長 那須 重美 0982−67−2654 上椎葉･栂尾

第３部長 甲斐 秀樹 0982−67−1318 松 尾 (日 当)

第４部長 椎葉 克徳 0982−67−2359 尾　 八　 重

第５部長 中瀬 和広 0982−67−2518 小　　　 崎

第６部長 椎葉 芳満 0982−67−5035 不　 土　 野

第７部長 濱砂 浩士 0983−38−1001 大　 河　 内

第10部長 椎葉 照信 0982−67−5526 尾 向 (向 山)

第11部長 尾前 幸男 0982−67−5004 尾 向 (尾 前)

第12部長 岡村 正司 0982−67−1728 松 尾 (日 添)

消防主任 那須 　建 0982−68−7557 村　 全　 域

※氏名の太字は新任者

会長副会長

副会長新

村民の生命と財産を守る！

椎葉村消防団
　平成21年度の消防団の新体制です。団員のみ

なさんには村民の生命･財産を守るため、日夜ご

尽力いただいております。よろしくお願いいたし

ます。（敬称略）
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土
砂
崩
れ
で
あ
わ
や
大
惨
事

むらのできごと

国
道
３
２
７
号 

全
面
通
行
止
め

　

平
成
９
年
か
ら
村
の
監
査
委
員
を
務
め

て
こ
ら
れ
た
椎
葉
昭
義
さ
ん
（
73
歳
・
桑

の
木
原
）
が
、
３
月
21
日
付
け
を
も
っ
て

村
の
お
金
の
使
わ
れ
方
や

　

  

仕
事
ぶ
り
を

　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す

▲高さ150ｍ、幅80ｍの大規模災害。梅雨を前に
不安が募ります。

　

４
月
15
日
の
午
前
７
時
ご
ろ
、松
尾（
竹

の
八
重
）の
国
道
３
２
７
号
沿
い
の
山
で
、

大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
発
生
。
付
近
で
作

業
を
し
て
い
た
土
木
作
業
員
が
、
土
砂
崩

れ
で
倒
れ
て
き
た
電
柱
の
電
線
に
当
た

り
、
足
の
骨
を
折
る
な
ど
の
ケ
ガ
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
電
話
ケ
ー
ブ
ル
が
切
断
さ

れ
、
松
尾
地
区
の
一
部
で
電
話
が
不
通
と

な
り
ま
し
た
が
、
同
日
中
に
は
復
旧
。
国

道
が
完
全
に
遮
断
さ
れ
た
た
め
、
対
岸
の

村
道
松
尾
線
を
迂う

回か
い

路ろ

（
２
ト
ン
車
規
制

有
り
）
と
し
て
利
用
。
宮
崎
交
通
の
定
期

バ
ス
が
運
行
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

翌
日
か
ら
不
通
区
間
の
迂
回
路
を
村
の
臨

時
バ
ス
が
走
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
28
日
に
は
松
尾
公
民
館
で
の
地
元

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
地

形
の
測
量
や
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
復
旧
開
始
は
早
く
て
も
７
月
か
ら
。
大

規
模
な
災
害
の
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
完
全

復
旧
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
後
任
者
と
し
て
任
命

さ
れ
た
の
は
、
３
月
議
会
に
お
い
て
議
会

全
会
一
致
の
同
意
を
受
け
た
黒
木
正
典
さ

ん
で
、
任
期
は
平
成
21
年
３
月
22
日
か
ら

の
４
年
間
で
す
。

 

監
査
委
員
の
仕
事 

　

村
が
予
算
の
管
理
や
事
業
の
執
行
を
法

令
等
に
従
っ
て
適
正
に
行
っ
て
い
る
か
ど

う
か
、
ま
た
、
合
理
的
か
つ
効
率
的
に
行

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
独
立
し
た
立

場
で
調
査
し
、
報
告
し
ま
す
。

監査委員

黒木 正
ま さ

典
の り

 さん
（66歳・上椎葉中１）

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
行
政
相
談
員
を
務

め
て
こ
ら
れ
た
中
園
孝
夫
さ
ん
（
64
歳
・

持
田
団
地
）
が
、
３
月
31
日
付
け
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
後
任
者
は
椎
葉
洋

子
さ
ん
で
、
４
月
１
日
付
け
で
総
務
省
か

ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
毎
月

第
２
火
曜
日
に
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
で
行

政
相
談
を
行
い
ま
す
。

行
政
に
関
す
る
苦
情
は

　

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

 

行
政
相
談
員
の
仕
事 

　

国
や
県
、
村
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情

や
要
望
、
意
見
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
受

け
付
け
て
、
住
民
と
役
所
の
間
に
立
ち
、

公
平
・
中
立
な
立
場
か
ら
、
そ
の
解
決
を

促
進
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。行政相談員

椎葉 洋
よ う

子
こ

 さん
（60歳・桑の木原）
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むらのできごと

▲村長から髙山さん（左）へ任命状と木彫りの盾が手渡されま
した。（４月14日・宮崎県東京事務所）

　

村
は
４
月
１
日
に
「
椎
葉
村
観
光
大
使

制
度
」
を
制
定
し
、
そ
の
第
１
号
に
東
京

都
の
髙た

か

山や
ま

弘ひ
ろ

憲の
り

さ
ん
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

髙
山
さ
ん
は
日
南
市
の
ご
出
身
な
が

ら
、
椎
葉
の
伝
統
や
食
文
化
の
す
ば
ら
し

さ
に
関
心
を
持
ち
、
平
成
16
年
に
千
代
田

区
平
河
町
に
そ
ば
店
「
椎
葉
」
を
開
店
。

椎
葉
村
か
ら
取
り
寄
せ
た
そ
ば
を
調
理

し
、
お
客
様
へ
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

髙
山
さ
ん
は
都
内
で
警
備
会
社
を
経
営

さ
れ
て
お
り
、
宮
崎
県
在
京
経
営
者
会
議

の
会
長
も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

椎
葉
平
家
ま
つ
り
に
は
同
会
議
の
メ
ン

バ
ー
46
人
と
共
に
来
村
さ
れ
、
以
前
か
ら

親
交
の
あ
っ
た
椎
葉
晃
充
村
長
と
の
話
の

中
で
、
今
回
の
観
光
大
使
が
実
現
し
ま
し

た
。

　

任
命
式
は
４
月
14
日
に
宮
崎
県
東
京
事

務
所
で
同
所
長
ら
が
立
ち
会
う
中
行
わ

れ
、
村
長
か
ら
髙
山
さ
ん
へ
任
命
状
と
盾

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
山
さ
ん
は
「
観
光
大
使
第
１
号
に
任

命
い
た
だ
き
心
よ
り
光
栄
に
思
い
ま
す
。

同
時
に
そ
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
椎
葉
村

の
豊
か
な
山
里
の
伝
統
文
化
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
、
さ
ら
に
は
観
光
物
産
の
振
興
に

も
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
抱

負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
首
都
圏
に
お
け
る
本
村
の
知

名
度
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
で
椎
葉
村
を
Ｐ
Ｒ

椎葉村の観光大使第１号
髙山弘憲さん（東京都）を任命

　昨年の10月１日に路線を拡大し、たくさんの方々に
ご利用いただいている村営バス。今回、運転手のみな
さんが「ひえつき交通株式会社」
を設立し、事務所開きと祝賀会を
行いました。（３月29日・上椎葉）
　今後も村民のみなさんの大事
な足として、交通安全を心がけ
ます。

▲６人の村営バス運転手のみなさん。鶴富交通が走る松
尾線以外すべての路線を担当します。

安全運転を心がけます！
「ひえつき交通」が事務所開き

　役場に届いた一通の手紙。「妻は子どものころ転勤
族で、学友がいない。私が地元で同窓会をすると淋し
そう。中学時代を過ごした椎葉中学校の同級生に会わ
せたいので探して欲しい」という内容。年齢や同封し
てあったクラス写真を基に調べると、すぐに知り合い
を発見。早速連絡を取り合い、集まったのは４人。本
人には内緒で夫から妻へのプレゼント。56年ぶりの同
窓会となりました。

▲島根県在住の瀬戸武子（中央・旧姓 今岡）さん。昭和
27年度の椎葉中学校の卒業生。会話と共に当時の思い
出がよみがえりました。（３月11日・鶴富屋敷）

一通の手紙　56年目の再会
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今年の新一年生29人を紹介します！
※氏名は17ページをご覧ください。

笑顔満開！ 一年生ピッカ
ピカの

鹿野遊小学校

尾向小学校

松尾小学校

小崎小学校

椎葉小学校
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しいたけ（椎茸）健康
レシピ

⑰
　しいたけは、アミノ酸の一種であるエリ
タデニンが豊富で血圧や血中のコレステ
ロールを下げ、高血圧や動脈硬化の予防、
改善に効果があります。また、繊維質を多
く含み低カロリー。とってもヘルシーな食
材です。

お
母
さ
ん
の
料
理
は

と
っ
て
も

お
い
し
い
で
す
！

右田 樹
たつき

 くん

小崎小 ６年

お
母
さ
ん
命
名
、

樹た
つ
き
と
葵き

さ彩
で

「
た
つ
き
さ
ロ
ー
ル
」

右田 葵
き さ

彩 さん

小崎小 ４年

「たつきさロール」 乾椎茸　　3枚
ごぼう　　1/3本
　　　　　（50g）
人　参　　小1/2本
　　　　　（50g）
サラダ油　少々
おから　　200g
豚挽肉　　200g

【栄養成分】※１人分　エネルギー：318kcal

たんぱく質：20.1g　脂質：17.1g　塩分：3.6g

◆つくり方

① 水もどしした椎茸、ごぼう、人参はみじん切りにして、うすく油をしいたフラ

イパンで炒め、おから・豚ひき肉を加え、最後にだし汁を加えて炒りあげる。

② 少量の片栗粉を水で溶き、卵と合わせて薄焼き卵を焼く。白菜は軸に切り

込みを入れてコンソメを溶き、沸騰させたスープでゆで、取り上げておく。

③ 巻き簀
す

に薄焼き卵を広げ、①を敷き詰め、白菜を中心に置いて巻きずしの

要領で巻く。

④ 白菜のゆで汁に塩・こしょう・ケチャップで味付けし、器に盛りつけた③に

かける。

◆材料（４人分）

しいたけ料理の部【最優秀賞】作品特産品コンテスト椎葉平家まつり2008

【考案者】右田 直
なお

美
み

 さん　小崎（川の口）

だし汁

　　椎茸もどし汁　１カップ
　　だしの素　　　大さじ１
　　牛　　乳　　　50cc
　　薄口醤油　　　大さじ２
　　酒　　　　　　大さじ２
　　砂　　糖　　　少々

水溶き片栗粉　少々
卵　　　　　　３個
白　　菜　　　２枚
　　　　　　（200g）
コンソメ　　　１個
塩・こしょう　少々
ケチャップ　　適量

▲大空めがけ伸びていくタケノコには大自然のパワー
を感じます（４月21日・桑の木原）

▲

そ
ろ
そ
ろ
茶
摘
み
の
時
期
。椎
葉
の「
山や
ま

茶ち
ゃ

」

　

は
香
り
豊
か
（
４
月
23
日
・
旧
岩
屋
戸
）

▲カゴいっぱいの山の幸。さあ、どうやって食べようかな。

椎
葉
の
春
を

　

 

い
た
だ
き

　
　

 

ま
ぁ
〜
す
！

新
緑
萌
え
る
春
。

椎
葉
村
は
山
菜
の
宝
庫
で
す
。



【
団
体
の
部
】

　

優　

勝　

上
椎
葉

　

準
優
勝　

小　

崎

　

第
３
位　

松　

尾

【
個
人
の
部
】
優
等

袋
物
の
部

　

香こ
う　
　

信し
ん　

那
須
ナ
ミ
子
（
間
柏
原
）

　

天て
ん

白ぱ
く

冬ど
ん

菇こ　

中
竹　

直
人
（
栗
の
尾
）

　

香こ
う　

　

菇こ　

桑
原　

正
義
（
桑
の
木
原
）

　
　
　
　
　
　

山
中　
　

誠
（
桑
の
木
原
）

箱
物
の
部

　

冬ど
ん　

　

菇こ　

中
瀬　
　

裕
（
竹
の
枝
尾
日
当
）

　

香こ
う　

　

菇こ　

山
中　
　

誠
（
桑
の
木
原
）

【
特
別
賞
】
※
平
成
20
年
販
売
額
よ
り

一
箱
あ
た
り
最
高
単
価
賞

　

中
竹　

直
人
（
栗
の
尾
）

　
　

７
，２
１
０
円
／
㎏

第
35
回 

椎
茸
部
会 

総
会

　
（
４
月
８
日
・
開
発
セ
ン
タ
ー
）

乾ほ
し

椎し
い

茸た
け

品
評
会 

表
彰
結
果

と
し
た
第
一
次
産
業
。
一
朝
一
夕
に
は

行
か
な
い
農
林
業
。
広
大
な
自
然
を
抱

え
た
椎
葉
村
の
体
力
が
試
さ
れ
る
と
き

で
す
。
生
産
者
と
各
機
関
が
協
力
し
合

い
、
椎
葉
ブ
ラ
ン
ド
の
確
率
と
、
経
営

の
効
率
化
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
「
食
の
安
全
」が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
部
で
は
安
全
な
日
本
産
が
見
直
さ
れ
、

価
格
安
定
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
不
況
の
波
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
形
で
影
響
し
て
く
る
の
か

は
予
想
も
つ
き
ま
せ
ん
。
自
然
を
相
手

第
16
回 

園
芸
部
会 

定
例
総
会

　
（
４
月
22
日
・
開
発
セ
ン
タ
ー
）

園
芸
部
会 

表
彰
結
果

【
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
】　

　

椎
葉
み
か
さ
（
向
山
日
添
）

【
育　

苗　

所
】

　

椎
葉　

公
男
（
合　

戦　

原
）

【
ほ
お
ず
き
】

　

富
山　

光
雄
（
野
老
ヶ
八
重
）

【
ほ
う
れ
ん
草
】

　

濱
砂　

浩
士
（
大　
　
　

藪
）

【
七　
　
　

草
】　

　

那
須　

重
子
（
古
枝
尾
上
）

【
イ　

チ　

ゴ
】

　

椎
葉　

祐
作
（
向
山
日
添
）

高品質の椎葉村乾椎茸

不
況
に
打
ち
勝
つ
体
力
づ
く
り
！

林
業
・
農
業
・
畜
産
業

椎
葉
村
を

　

支
え
る

▲デルフィニウムの栽培で表彰を受けた
　椎葉みかさ さん（向山日添）

第
33
回 

和
牛
改
良
組
合
総
会

　
（
４
月
22
日
・
開
発
セ
ン
タ
ー
）

和
牛
改
良
組
合 

表
彰
結
果

【
優
良
支
部
】　

不
土
野
支
部

【
優
良
班
】　

尾
田
山
中
班

　
　
　
　
　
　

竹
の
枝
尾
日
当
班

　
　
　
　
　
　

矢　

立　

班

【
個
人
の
部
】

　

那
須　

盛
男
（
尾
田
山
中
）

　

尾
前　

虎
男
（
寺　
　
　
　

床
）

　

那
須　

雅
志
（
十　

根　

川
）

　

椎
葉　

良
子
（
竹
の
枝
尾
日
当
）

　

那
須　

初
喜
（
畑
鳥
の
巣
）

　

黒
木　

誠
志
（
矢　
　
　
　

立
）

　

森
山　

松
宗
（
不
土
野
上
）

　

花
田　

友
雄
（
胡　

麻　

山
）

【
最
高
単
価
賞
】

　

去
勢
（
７
１
６
，１
０
０
円
）

　
　

那
須　

雅
志
（
十
根
川
）

　

雌
牛
（
８
４
７
，３
５
０
円
）

　
　

椎
葉
智
代
美
（
竹
の
枝
尾
日
添
）

2009（H21）５月号 Public Relations of  SHIIBA 10

目指せ一千頭！ 日本一の宮崎牛・椎葉牛
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〜役場農林振興課からのお知らせ〜

椎葉
晃充
村長の

４月の
動き

１
日　

新
採
用
職
員
辞
令
交
付
式

　
　
　

定
期
人
事
異
動
職
員
辞
令
交
付
式

　
　
　

消
防
部
長
会
（
役
場
）

３
日　

庁
議
（
役
場
）

６
日　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
平
家
本
陣
）

７
日　

民
謡
会
総
会

８
日　

椎
茸
部
会
総
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

百
一
歳
祝
い
金
交
付
式

　
　
　
　
（
甲
斐
ヨ
シ
ノ
さ
ん
・
役
場
）

９
日　

椎
葉
中
学
校
入
学
式

13
日　

県
町
村
会
正
副
会
長
会（
宮
崎
市
）

14
日　

椎
葉
村
観
光
大
使
任
命
式（
東
京
）

16
日　

村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

17
日　

県
幹
部
表
敬
訪
問

20
日　

九
州
中
央
山
地
観
光
振
興
協
議
会

　
　
　
　

総
会
（
博
物
館
・
鶴
富
屋
敷
）

22
日　

和
牛
改
良
組
合
総
会
・
園
芸
部
会

　
　
　
　

総
会
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

23
日　

知
事
と
市
町
村
長
と
の

　
　
　
　

自
治
懇
話
会
（
宮
崎
市
）

24
日　
Ｊ
Ａ
日
向
総
代
会
（
日
向
市
）

25
日　

夢
織
会
20
周
年
記
念
祝
賀
会
・

　
　
　
　

県
む
ら
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　

優
秀
賞
受
賞
祝
（
松
尾
）

26
日　

尾
前
牧
場
竣
工
式
（
矢
立
）

27
日　

む
ら
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
総
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会
実
行
委

員
会
・
区
長
公
民
館
長
会
（
役
場
）

28
日　

退
任
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　

感
謝
状
伝
達
式
（
役
場
）▲椎葉中学校入学式

　で来賓あいさつ
　（９日）

水田最大活用推進緊急対策交付金の交付
（水田フル活用推進交付金）

　国は、平成20年産米の生産調整実施者で平成21年産米も生産調整実施を確約する生産者に対
し、交付金を交付します。（生産調整を達成して、なおかつ稲作を行っている人）

水稲の生産調整と水田の有効活用で交付金が支払われます
稲刈り

平成20年産の主食用水稲作付を行った生産者
　※その他、実施計画書の提出や生産調整の実施などが必要

交付対象者

10ａ（１反）あたり３,０００円
　※平成20年産の主食用水稲作付面積が対象

交　付　額

ＪＡ日向椎葉支店　営農センター　☎０９８２−６７−３１３３
椎葉村役場農林振興課　農政係　☎０９８２−６７−３２０６

問い合わせ先

◎受付場所　ＪＡ日向椎葉支店　営農センター
◎受付期間　５月18日（月）〜22日（金）（５日間）
◎用意するもの
　　印鑑・農協の貯金通帳（本人名義の振込口座）

交付手続き
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カメラ さんぽ

　晴天広がるスポーツ日和。村長杯ゲートボール大会に、
村内15チームが参加して熱戦を披露しました。そんな中、
見事優勝の栄冠を手にしたのは向山Ａチーム。椎葉村の
代表として、宮崎市で開催される宮崎県ゲートボール選
手権大会に出場します。（４月16日・村グラウンド）

動き軽
かろ

やか 
プレーは鮮

あざ

やか

▲団体競技のゲートボール。チームの仲間が見守ります。

▲神経を集中して放った一打は、見事に第一ゲートを通過！

　４月６日からの10日間、全国で実施された春の全国
交通安全運動。村内でも街頭キャンペーンが行われ、
ドライバーに交通安全を呼びかけながら、チラシと飲
み物、手作りの交通安全マスコットが配られました。

（４月６日・平家本陣前）

マナーを守って 安全運転

　

直
径
50
セ
ン
チ
の
梅
の
大
木
。
そ
の
枝

に
タ
ケ
ラ
ン
が
自
生
し
て
、
見
事
な
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。（
４
月
23
日
・
春
山
）枝いっぱいの白い花

　

椎
葉
中
学
校
の
新
入
生
は
男
子
６
人
・

女
子
13
人
の
計
19
人
。
尾
前
正
樹
く
ん
が

新
入
生
代
表
誓
い
の
言
葉
（
４
月
９
日
）希望を胸に誓いの言葉
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春夏秋冬　まるごと椎葉

▲県内外からたくさんのお客様が参加。先頭は
インストラクターの小

お

川
がわ

弘
ひろ

志
し

さん（矢立）。樹
木や植物を詳しく説明しながら歩きます。

▲目的地の「センツキ谷」。一面が緑色の苔
こけ

の谷。まるで「もののけ姫」
の世界です。

　今年で４回目となった森びらき。雨の中での神事を終え、お昼
からのハイキング。天気も回復し、新緑鮮やかな原生林へ。日頃
立ち入ることのできない特別な場所で、約３時間の森林浴。案内
してくれたのは大河内森林ガイドの会のみなさんです。

（４月25日・矢立）

大
おお

河
かわ

内
うち

癒
いや

しの森「森びらき」

新緑の森で こころの洗
せん

濯
たく

５月５日は「端
たん

午
ご

の節
せ っ く

句」
鯉のぼりをあげてみんなの健康をお祝いします

（４月21日・向山児童館）

やねよ〜り〜　た〜か〜い

　　　　こい の〜ぼぉり〜♪
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食し
ょ
っ

改か
い

さ
ん
大
募
集

「
食
改
さ
ん
」
っ
て
何
？

　

現
在
椎
葉
村
に
は
18
人
の
食
改
さ
ん

（
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
）
が
い
て
、

椎
葉
村
の
み
な
さ
ん
が
、
よ
り
良
い
食
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
身
近
な
食
材
を

使
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
料
理
を
紹
介

す
る
こ
と
。
各
地
区
の
集
ま
り
や
行
事
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
紹
介
し
た
り
、
料
理
教

室
を
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

毎
回
「
ま
た
や
っ
て
ほ
し
い
」「
お
い

し
く
て
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
と
、
参

加
さ
れ
た
方
に
と
て
も
よ
ろ
こ
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

「
食
改
さ
ん
」
に
な
る
に
は
？

　

食
改
さ
ん
に
は
「
養
成
講
座
」
を
受
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
年
度
は

７
月
か
ら
村
内

で
養
成
講
座
を

実
施
し
ま
す
。

以
前
養
成
講
座

を
受
け
た
方

は
、
再
度
受
け

な
く
て
も
食
改
さ
ん
と
し
て
の
活
動
が
で

き
ま
す
。

　

今
年
度
受
け
て
、
来
年
（
平
成
22
年
）

４
月
か
ら
活
動
で
き
る
と
い
う
方
、
以
前

受
け
て
、
こ
れ
か
ら
で
き
そ
う
だ
と
い
う

方
は
、
ぜ
ひ
地
区
の
食
改
さ
ん
や
健
康
づ

く
り
の
長
、
保
健
予
防
係
ま
で
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

　

楽
し
み
な
が
ら
、
よ
り
健
康
に
！ 

ぜ

ひ
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

福
祉
保
健
課　

保
健
予
防
係

　
　

☎
０
９
８
２

−

６
８

−

７
５
１
０

椎
葉
村
役
場

　

福
祉
保
健
課

健
康
だ
よ
り
№140

健（検）診名 期　日 受付時間 実施場所 対象地区 留意事項

胃がん検診

６月２日（火）７時半−10時 仲 塔 生 改
セ ン タ ー 鹿野遊地区・仲塔地区

６月３日（水）７時半−10時 尾 向 小 学 校 尾前地区
６月４日（木） 予約時間 す こ や か 館 上椎葉・尾八重・栂尾・小崎の４地区
６月５日（金） 予約時間 す こ や か 館 上椎葉・尾八重・栂尾・小崎の４地区

特 定 健 診

６月８日（月）
午　前 松 尾 小 学 校 松尾日添地区の集落の方

結核検診 と
大腸がん検診

（便回収）を
同時に実施

午　後 松 尾 小 学 校 松尾日当地区の集落の方

６月９日（火）
午　前 す こ や か 館 上椎葉上区・中区・下区
午　後 栂 尾 の 館 栂尾全地区

６月11日（木）
午　前 小 崎 小 学 校 小崎全地区
午　後 す こ や か 館 村内全地区

６月12日（金）
午　前 す こ や か 館 村内全地区
午　後 す こ や か 館 村内全地区

胃がん検診

７月14日（火）７時半−10時 松 尾 小 学 校 松尾地区

７月15日（水）７時半−10時 不 土 野 生 改
セ ン タ − 不土野地区

７月16日（木）７時半−10時 尾 向 小 学 校 向山地区
７月17日（金） 予約時間 す こ や か 館 上椎葉・尾八重・栂尾・小崎の４地区

平成21年度  各種健（検）診 日程表（６月〜７月実施分）

【問い合わせ先】役場 福祉保健課 保健予防係　☎６８−７５１０

▲減塩食の試食コーナー
　（生涯学習フェスティバル）

毎回「またやってほしい」と、
とても喜んでもらえます
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姫
の
化
粧
の
水
』だ
っ
た
も
の
か
と
思
う
。
神
聖

視
が
進
ん
で
か
ら
、そ
こ
は
止
め
て
、こ
の
東
側
の

湧
泉
跡
に
代
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

問
題
は
『
鶴
富
姫
』
で
あ
る
。
椎
葉
歳
治
さ
ん

は
験
者
で
神
道
・
仏
教
に
詳
し
い
方
だ
が
「
鶴
富

姫
の
ツ
ル
は
『
水
』
の
意
味
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
は
、大
字
不ふ

土ど

野の

の
ツ
ル
ノ
デ
ェ
ラ
（
ツ

ル
ノ
ヒ
ラ
と
も
）を
現
在
は『
鶴
の
平
』と
書
く
が
、

昔
は『
水
流
の
平
』と
書
い
た
。
だ
か
ら『
鶴
富
姫
』

は
水
神
か
も
し
れ
な
い
」
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
『
鶴
富
姫
』
は
、
椎
葉
厳

島
神
社
御
祭
神
と
し
っ
か
り
重
な
り
、
結
び
つ
い

て
く
る
。
同
体
の
神
様
で
、
水
神
。
平
清
盛
は
宗

像
の
神
を
宮
島
に
行
き
勧
請
し
て
厳
島
神
社
と

申
し
あ
げ
、
平
家
の
氏
神
と
し
た
が
、
片
や
椎
葉

厳
島
神
社
は
、
椎
葉
那
須
本
家
の
氏
神
。
と
も
に

子
孫
の
生
活
を
守
る
神
で
あ
る
。
と
ど
の
つ
ま
り

は
『
荒
神
』
で
、『
荒
神
』
は
『
地
の
神
』
で
も
あ

る
。
す
る
と
『
鶴
富
姫
』
は
、
文
化
人
類
学
で
い

う
『
大だ

い

地ち

母ぼ

神し
ん

』
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
権
威
は
古

来
測
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
陣
山
は
神
垣
で
、
祭
祀
用
の
城
。
家
伝
で

は
、
陣
屋
城
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
華
麗
な
椎

葉
厳
島
神
社
が
奉
祭
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
東
山
麓

に
は
『
ア
カ
ノ
ミ
ズ
』
が
あ
り
、
直
系
の
子
孫
の

家
が
あ
り
、
祖
先
の
墓
も
あ
る
。
こ
う
し
た
す
べ

て
を
セ
ッ
ト
し
た
至
聖
の
霊
地
は
、
ざ
ら
に
は
な

い
。
こ
こ
ま
で
揃
う
の
は
沖
縄
で
は
王
家
の
、
貴

族
の
由
緒
地
。
九
州
で
代
表
と
思
え
る
の
は
、
太

宰
府
鎮
護
の
竈か

ま

門ど

神じ
ん

社じ
ゃ

で
あ
ろ
う
か
。椎
葉
村
で
、

非
常
に
古
い
古
代
・
中
世
の
日
本
の
村
落
信
仰
の

典
型
が
窺う

か
が
え
る
の
は
、
す
ば
ら
し
い
事
で
あ
る
。

※
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
山
中
重
光
・
黒

木
正
典
・
甲
斐
眞
后
三
先
生
の
親
身
な
ご
指

導
を
い
た
だ
い
た
。
項
目
ご
と
に
一
つ
一
つ
確

認
し
な
が
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お

陰
様
で
資
料
報
告
と
し
て
は
、
非
常
に
よ
い

も
の
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
文
責
は
小
生
に

あ
り
ま
す
。
感
謝
と
と
も
に
申
し
添
え
ま
す
。

（
西
南
学
院
大
学 

名
誉
教
授　

山
中
耕
作
）

氏
子
に
な
る
。
こ
り
時
、
祭
ら
れ
る
自
然
神
は

『
荒こ

う

神じ
ん

』と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。こ
こ
で
い
う『
荒

神
』
は
、
火
や
牛
馬
の
神
で
は
な
い
。
山
の
神
で

あ
る
。
た
だ
し
、
狩
り
や
樵き

こ
り
の
人
が
い
う
山
の

神
で
は
な
く
て
、
平
地
の
人
が
山
頂
に
仰
ぐ
先

祖
神
と
同
じ
で
、
天
か
ら
山
頂
に
降
り
立
ち
祭

ら
れ
る
天て

ん

神し
ん

。
子
孫
の
生
活
を
守
っ
て
く
れ
る

神
で
あ
る
。
こ
の
陣
山
の
椎
葉
厳
島
神
社
の
神

も
、も
と
は
椎
葉
那
須
本
家
の
家
の
神
、邸
内
祠
。

従
っ
て
神
主
は
、
本
家
の
当
主
で
あ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。そ
の
後
ど
こ
で
も
こ
の
本
家
邸
内
祠
は
、

村
氏
神
に
昇
格
す
る
。
そ
ん
な
時
、
氏
子
た
ち

は
相ふ

さ
わ応
し
い
神
名
を
求
め
、
た
が
い
に
相
談
し

て
、
も
し
宗
像
の
市
杵
島
姫
が
相
応
し
い
と
言

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
市
杵
姫
に
す
る
。

　

一
方
、
屋
敷
の
荒
神
を
村
に
譲
っ
て
し
ま
っ

た
本
家
で
は
、
新
た
に
荒こ

う

神じ
ん

幣べ
い

を
納
め
る
聖
空

間
を
邸
内
に
求
め
る
。
椎
葉
那
須
本
家
の
場
合

『
鶴
富
姫
の
化
粧
の
水
』
の
東
側
の
駐
車
場
の
、

さ
ら
に
東
の
お
庭
に
祭
ら
れ
た
『
鶴
富
廟

び
ょ
う

堂ど
う

』

の
北
側
の
森
の
中
に
竈か

ま
ど

型
の
石
囲
い
が
あ
っ

て
、
そ
こ
に
し
て
い
た
。

　

さ
て『
鶴
富
廟
堂
』の
東
は
母
屋
で
あ
る
。国
指

定
の
重
要
文
化
財 

那
須
家
住
宅
。一
重
棟
造
茅か

や

葺ぶ
き

東
面
庇
付
屋
。桁
行
二
五・五
メ
ー
ト
ル
。梁
間

八・六
四
メ
ー
ト
ル
。築
後
三
百
年
。四
部
屋
あ
り
。

西
か
ら
コ
ザ
・
デ
イ
・
ツ
ボ
ネ
・
ウ
チ
ネ
。そ
の
東

側
は
ド
ジ（
台
所
）で
あ
る
。火
の
神
は
ド
ジ
に
あ

る
。一
番
大
切
な
部
屋
は
コ
ザ
の
間
で
あ
る
。
神

仏
が
祭
ら
れ
る
。母
屋
の
東
側
は
、同
家
経
営
の

旅
館『
鶴
富
屋
敷
』で
あ
る
。そ
の
東
側
は
屋
敷
墓

群
で
あ
る
。鶴
富
姫
の
墓
は
小
さ
な
多
宝
塔
で
、

塔と
う

婆ば

は
こ
れ
一
基
の
み
で
、他
は
み
な
自
然
石
。い

ず
れ
も
さ
さ
や
か
な
お
墓
。二
〇
坪
余
り
の
広
さ

に
お
よ
そ
七
、八
〇
基
が
ぎ
っ
し
り
と
並
ぶ
。そ
の

東
側
は
湧ゆ

う

水す
い

跡あ
と

。ご
主
人
の
那
須
初は

じ
め
氏
に
よ
る
と
、

も
と
渓
流
で
、ダ
ム
の
方
に
流
れ
て
い
た
、と
い

う
。石
組
が
あ
っ
て
水
神
幣
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
と
に
よ
る
と
近
年
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。た
だ
前
述
し
た
よ
う
に
、同
家
で
最

初
に
生
活
用
水
と
し
て
使
っ
た
取
水
場
は『
鶴
富

神
社
（
市い

ち

杵き

島し
ま

姫ひ
め

）
も
、十
根
川
の
大
己
貴
命
（
大

国
主
命
）
と
同
じ
く
ら
い
古
く
か
ら
あ
っ
た
か
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
も
厳
島
神
社
（
市い

つ

杵き

島し
ま

姫ひ
め

）
で
は
な
く
、
そ
の
源
流
の
福
岡
県
宗
像
市

宗
像
大
社
辺
津
宮
の
市
杵
姫
で
は
な
か
っ
た
か
、

と
想
像
し
て
い
る
。『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』に
は
、

大
己
貴
命
（
大
国
主
命
）
と
宗
像
の
市
杵
島
姫

は
夫
婦
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
何
故
椎
葉
の
よ
う

な
山
奥
に
海
の
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い

え
ば
、
海
幸
・
山
幸
神
話
が
参
考
に
な
る
。
こ
の

神
話
中
、
海
の
神
は
海
の
水
だ
け
で
な
く
、
陸
の

農
の
水
を
も
支
配
し
て
い
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
宗
像
の
海
の
神
を
祭
る

神じ

人に
ん

た
ち
は
、神
代
の
昔
か
ら
、山
の
農
家
の
人
々

に
、
海
の
神
の
効
験
を
広
く
布
教
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
初
め
上
椎
葉
の
陣
山
に
祭
ら
れ
て
い
た
宗

像
の
市
杵
島
姫
が
、
厳
島
神
社
の
市
杵
島
姫
に

代
わ
っ
た
の
は
、
後
の
椎
葉
那
須
本
家
の
家
伝
成

立
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
の
陣
山
の
東と

う

麓ろ
く

に
は
『
鶴
富
姫
の

化
粧
の
水
』
と
い
う
泉
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
泉
を
『
鶴
富
姫
の
化
粧
の
水
』
と
し
た
の
は
、

二
十
年
前
、
こ
こ
を
整
備
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
が

相
談
の
上
で
の
命
名
と
い
う
。
も
と
は
『
ア
カ
ノ

ミ
ズ
』
と
い
い
、
こ
の
泉
の
前
か
ら
陣
山
の
南
を

廻
っ
て
椎
葉
厳
島
神
社
に
至
る
道
を
『
ア
カ
ノ
ミ

チ
』
と
言
っ
た
と
い
う
。
ア
カ
は
神
仏
に
供
え
る

水
の
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
こ
の
泉
は
椎
葉
厳

島
神
社
に
お
供
す
る
供く

御ご

の
水
と
い
う
こ
と
に

な
る
。こ
う
し
た
場
合
に
は
、通
例
ま
ず
泉
が
あ
っ

て
、
こ
れ
を
最
初
に
独
占
的
に
使
用
し
た
家
が

そ
の
泉
を
屋
敷
地
に
取
り
込
み
、
自
然
神
と
尊

び
祭
り
、
そ
の
後
、
邸て

い

内な
い

祠し

を
造
り
、
自
ら
神

主
と
な
っ
て
こ
れ
を
祭
る
。
こ
の
泉
を
使
用
さ
せ

て
も
ら
う
分
家
が
あ
れ
ば
、
そ
の
分
家
は
当
然

　

話
を
元
に
戻
す
。
こ
の『
鶴
富
姫
と
大
八
郎
の

恋
』の
伝
説
は
、椎
葉
那
須
本
家
の
家
伝
で
、
椎

葉
村
史
の
前
史
を
な
す
も
の
。
し
か
も
よ
く
椎

葉
の
好
風
を
形
成
し
た
由
緒
あ
る
伝
承
で
あ
る
。

　

い
っ
た
い
柳
田
国
男
翁
に
よ
れ
ば
『
伝
説
は

古
代
信
仰
の
残ざ

ん

滓し

で
あ
る
』と
い
う
。
そ
れ
は
、

日
本
神
話
が
歴
史
的
云
々
は
と
も
か
く
と
し

て
、
本も

と

居お
り

宣の
り

長な
が

で
は
な
い
が
、
国
民
精
神
の
根

幹
を
形
成
し
て
い
る
、
と
い
う
の
と
一
つ
事
で

あ
る
。
以
下
、民
俗
学
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。

　

鶴
富
姫
と
大
八
郎
と
が
、
三
年
の
月
日
を
共

に
過
ご
し
た
の
は
、
現
在
の
椎
葉
那
須
本
家
、

即
ち
鶴
富
屋
敷
で
あ
る
と
い
う
。
右
伝
説
の
解

明
は
、
ま
ず
こ
の
鶴
富
屋
敷
の
現
状
か
ら
考
察

し
て
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

鶴
富
屋
敷
は
、
椎
葉
村
の
大
字
下し

も

福ふ
く

良ら

字
上

椎
葉
。
中
心
地
の
村
役
場
に
近
く
、
そ
の
市
街
地

の
西
外
れ
で
、
海
抜
約
四
百
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
市

街
地
の
商
店
街
よ
り
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
高
い

南
向
き
の
日
当
た
り
の
よ
い
削さ

く

平へ
い

地ち

。
い
か
に
も

大
豪
族
の
屋
敷
構
え
で
あ
る
。
こ
の
屋
敷
の
西
側

に
高
台
が
あ
っ
て
「
陣
山
」
と
い
う
。
大
八
郎
の

陣
屋
跡
で
、
鶴
富
姫
の
た
め
に
勧か

ん

請じ
ょ
うし
た
平
家
の

氏
神
様
の
広
島
県
廿
日
市
市
宮
島
厳
島
神
社
が

あ
る
。
伝
説
で
は
こ
れ
よ
り
先
、
大
八
郎
は
十
根

川
の
「
神か

み

山や
ま

」
に
自
ら
背
負
っ
て
来
た
大お

お
な
む
ち
の
み
こ
と

己
貴
命

（
大
国
主
命
）を
祭
っ
た
と
い
う
。
縁
起
と
し
て
は
、

も
ち
ろ
ん
そ
う
で
も
あ
ろ
う
が
、私
に
は
鶴
富
姫・

大
八
郎
よ
り
以
前
に
、
十
根
川
の
神
山
に
は
大

己
貴
命
（
大
国
主
命
）
が
祭
ら
れ
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
上
椎
葉
の
陣
山
の
椎
葉
厳
島

椎
葉
の
民
話
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「
鶴つ

る

富と
み

姫ひ
め

と
大だ

い

八は
ち

郎ろ
う

の
恋こ

い

」

椎
葉
の
散
歩
道
（
後
編
の
一
）
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作品
募集自慢の写真で腕だめし！

第８回 椎葉の四季

フォトコンテスト
　対象となるのは椎葉村の春夏秋冬すべてのもの。
さあ、カメラを持って、椎葉の自然へ出かけよう！▲第７回の四季部門の特選作品

　松村洋一さん（熊本県）の「山里の春」

◆ 応募方法
【テ ー マ】椎葉村の春夏秋冬すべてのもの

［四 季 部 門］風景（山、渓谷、滝、集落、観光名所、
　　　　　　　　天然記念物など）

［イベント部門］平家まつり、各地区の行事、神楽など
【サ イ ズ】カラープリント四切り または 六切り
【応募方法】

・所定の応募票を写真裏面に貼付してご応募ください。
・作品は未発表のオリジナルに限ります。
・入賞作品の著作権は主催者に帰属します。
・応募にはプロ・アマを問いません。

【応募期間】平成21年８月31日（月）まで ※当日消印有効
【表彰】　部門ごとに賞状と賞金を進呈
　　　　特選作品は平家まつりで表彰
　　　　　特　選 各１点（賞金５万円）
　　　　　準特選 各１点（賞金３万円）
　　　　　奨励賞 各３点（賞金２万円）
　　　　　入　選 各５点（賞金５千円）

【応募・問い合わせ先】
　〒883-1601
　宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良509番地23
　　椎葉村観光協会「椎葉の四季」フォトコンテスト係　
　　☎：０９８２−６７−３１３９

参加者
募集椎葉平家まつり2009

　11月に開催される椎葉平家まつりのパレードに、平家
方の「姫」として参加していただける方を募集します。▲昨年のまつりに参加されたみなさん

◆ 応募方法
【開催期日】平成21年11月７日（土）・８日（日）
　パレードは両日とも13：00 〜 15：00

【募集内容】平家方「姫」　※先着10人
【応募資格】18歳〜 35歳の女性（高校生不可）
【応募方法】ハガキ（封書）に氏名・年齢・住所・連絡先・
参加希望日（両日可）を記入してご応募ください。

【応募締切】平成21年７月27日（月）必着
　※ただし、先着10人で締切

【その他】交通費及び宿泊料は個人負担です。（宿泊先は
紹介します）

【申し込み・問い合わせ先】
　〒883-1601
　宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良1747番地20
　椎葉村役場 総務課 企画観光グループ内
　　椎葉平家まつり 実行委員会
　　　☎　：０９８２−６７−３２０３
　　ＦＡＸ：０９８２−６７−２８２５
　　E-mail : shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

大和絵巻武者行列の
パレードに参加しませんか？



Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●４月１日現在
　男　　1,551人（−43）
　女　　1,586人（−38）
　計　　3,137人（−81）
世帯数　1,263戸（±　0）
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■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　　☎０９８２−６７−３２０１

入学おめでとう！
小学校一年生

　今年の新入生は29人（男子16人・女
子13人）。学校長、担任教諭、児童氏名

（保護者名）を紹介します。※敬称略
【椎 葉 小 学 校】13人

新名章校長・永倉洋子教諭
　尾前　明徳（智恵美）
　椎葉　純大（重貴）
　椎葉　智哉（吉秋）
　鈴木丈一朗（康弘）
　中島　泰平（耕平）
　那須　将人（新治）
　尾前　美紅（俊彦）
　桑原　悠星（崇）
　下野　怜佳（寿美）
　那須　雪音（正一郎）
　西　夢梨那（真次郎）
　南薗　江美（政幸）
　山本　華加（真一）

【鹿野遊小学校】１人
後藤久昭校長・鈴木美香教諭
　那須　琴乃（暢明）

【尾 向 小 学 校】６人
中原淳一校長・堀内美代教諭
　甲斐　省吾（万寿也）
　椎葉　一見（邦広）
　椎葉　大地（憲作）
　尾前　白華（高俊）
　尾前　涼香（充秀）
　甲斐穂乃香（孝規）

【不土野小学校】０人
押川典道校長

【小 崎 小 学 校】３人
酒匂週藏校長・永倉泰治教諭
　椎葉　要喜（義勝）
　右田　将伍（茂明）
　右田　智也（直行）

【大河内小学校】０人
逆瀬川秀夫校長

【松 尾 小 学 校】６人
齋藤政司校長・水尾友紀教諭
　岡村　誠剛（順一）
　甲斐　崚太（秀樹）
　椎葉　陽柊（貴大）
　蝉尾　陸哉（省一）
　岡村美桜花（亮二）
　椎葉　愛果（文一）

税の納期（５月分）
納期限内に納めましょう。

【固定資産税】
■納　期　限　６月１日
■口座振替日　５月26日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

【自動車税】※普通車以上
■納期限　６月１日（月）
■納付方法
　・納付書（５月初旬に郵送）
　・口座振替
　・インターネット
　　（クレジットカード決済）
■納付先
　・最寄りの金融機関
　・県税事務所
　・コンビニエンスストア
■問い合わせ先
　日向県税･総務事務所
　　☎０９８２−５２−４１４８

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
※５月18日（月）〜 24日（日）は、

春の行政相談週間です。
■期日　５月12日（火）・６月９日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　8：30 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　５月18日（月）・６月16日（月）
　　　　　※毎月第３月曜日

（ただし、祝祭日の場合は翌日）
（６月は同日に無料法律相談を保健
センターで行います）
■時間　10：00 〜 15：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

防災情報を提供します !
（宮崎県より）

　パソコン（インターネット）で、雨量・
河川水位の速報値及び河川の現在の
様子がわかる画像がご覧になれます。
また、携帯電話（ｉモード等）でも、
雨量・河川水位の速報値がご覧にな
れます。豪雨や台風時の防災情報と
してご利用ください。※河川の画像
は携帯電話からはご覧になれません。
■アドレス
　【パソコン版】
　 http://kasen.pref.miyazaki.jp
　【携　帯　版】
　 http://kasen.pref.miyazaki.jp/mobile/ 
※宮崎県庁ホームページからもアク

セスできます。（「県庁ＨＰ」→「災
害情報」→防災関連リンク「雨量・
河川水位情報」）

１ヘクタール以上の
土地売買は届出を！

　国土利用計画法では、椎葉村におい
て１ヘクタール（１町歩）以上の面積の
土地を売買による取引を行った場合、
契約締結後２週間以内に権利取得者

（買い主）が、市町村を経由して知事に
届け出ることが義務付けられています。
　すべての地目が届出の対象ですの
でご注意ください。土地は公共性・社
会性を持った限られた資源です。土
地の有効利用の実現のため、みなさ
んのご理解とご協力をお願いします。
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出
生　
お
め
で
と
う

　
　

尾
前 

娃あ
い

茄か 

ち
ゃ
ん

（
尾
前
上
）
智
一
・
真
理
子 

さ
ん

　
　

椎
葉 

一い

桜お

季り 

く
ん

（
上
椎
葉
中
２
）
芳
満
・
恵
利
佳 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

那
須 

恒
春 

様
（
92
歳
）

　
　
　

鹿
野
遊
（
十
根
川
）

　

椎
葉 

光
太
郎 

様
（
76
歳
）

　
　
　

尾
向
（
向
山
日
当
中
）

　

黒
木 

辰
雄 

様
（
68
歳
）

　
　
　

仲
塔
（
仲
塔
）

香
典
返
し　
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活

　
　
　
　
　
　
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

那
須 

チ
サ
オ 

様
（
十
根
川
）

　
　
　
（
故 

那
須 

恒
春 

様
）

　

椎
葉 

初
好 

様
（
向
山
日
当
中
）

　
　
　
（
故 

椎
葉 

光
太
郎 

様
）

　

椎
葉 

武
則 

様
（
竹
の
枝
尾
日
当
）

　
　
　
（
故 

椎
葉　

香 

様
）

　

椎
葉 
秀
隆 
様
（
上
椎
葉
中
２
）

　
　
　
（
故 

椎
葉 

椙
則 

様
）

　

甲
斐 　

勇 
様
（
畑
鳥
の
巣
）

　
　
　
（
故 
甲
斐 

ア
キ
ノ 

様
）

戸
籍
だ
よ
り
（
３
月
届
出
分
）

１
日　

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　
　
　

青
少
年
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー（
〜
２
日
）

２
日　

移
動
消
防
学
校（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
　
　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座（
開
講
式
）

７
日　

郡
南
中
学
校
総
合
体
育
大
会

９
日　

６
月
村
議
会
定
例
会（
〜
10
日
）

　
　
　

７
月
期
子
牛
村
品
評
会（
那
須
橋
）

　
　
　

予
防
接
種
（
二
種
混
合
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

10
日　

集
合
学
習
（
〜
12
日
・
高
学
年
）

　
　
　

中
学
校
２
校
間
集
合
学
習

13
日　

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭

　
　
　
　
（
〜
14
日
・
宮
崎
市
他
）

14
日　

村
内
一
斉
清
掃

15
日　

心
配
事
相
談

　
　
　
　
（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

16
日　

村
長
選
挙 

告
示
日

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

18
日　

集
合
学
習
（
〜
19
日
・
中
学
年
）

19
日　

郡
南
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
（
陸
上
）

21
日　

村
長
選
挙 

投
票
日

　
　
　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

23
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

24
日　

草
川
小 

交
流
椎
葉

　
　
　
　
（
〜
26
日
・
村
内
）

29
日　

７
月
期
子
牛
郡
共
進
会（
延
岡
市
）

30
日　

妊
婦
・
乳
児
相
談
・
乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
）

６
月
の
主
な
行
事

おすすめの１冊

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより小崎小学校

小崎小 教諭

飯
いい

干
ぼし

 恵
え

理
り

 さん

　

い
つ
も
い
る
大
切
な
人
へ
気
持
ち
を

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
や
す
ば
ら
し
さ

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
一
冊
で
す
。

『
ず
ー
っ
と 
ず
っ
と 

だ
い
す
き
だ
よ
』

（
評
論
社
）

絵
・
作 
／ 
ハ
ン
ス
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

訳 

／ 

久
山 

太
市

小崎小 ６年

那須 杏
あん

理
り

 さん

　

海
に
立
つ
お
じ
い
さ
ん
の
思
い
出

が
つ
ま
っ
た
家
の
お
話
で
す
。
気
持

ち
が
と
て
も 

あ
た
た
か
く
な
る
一

冊
な
の
で
、読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

『
つ
み
き
の
い
え
』

（
白
泉
社
）

絵 

／ 

加
藤 

久
仁
生

作 

／ 

平
田 

研
也

　
「
い
つ
か
や
ろ
う
…
そ
の
う
ち
や

ろ
う
…
」
が
口
癖
に
な
っ
て
い
る
あ

な
た
へ
、
今
す
ぐ
グ
ズ
か
ら
抜
け
出

す
簡
単
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
。

『
い
ま
や
ろ
う
と
思
っ
て
た
の
に･･･

』

　

か
な
ら
ず
直
る 

− 

　
　

そ
の
グ
ズ
な
習
慣　

  

（
光
文
社
）

著 

／ 

リ
タ
・
エ
メ
ッ
ト

訳 

／ 

中
井 

京
子

23

　

ピ
ー
マ
ン
は
に
が
い
か
ら
き
ら

い
？ 

で
も
ピ
ー
マ
ン
マ
ン
っ
て
つ

よ
く
て
か
っ
こ
い
い
ん
だ
ぞ
う
! !

ピ
ー
マ
ン
が
大
好
き
に
、
親
子
で
読

ん
で
た
め
に
な
る
絵
本
で
す
。

『
グ
リ
ー
ン
マ
ン
ト
の
ピ
ー
マ
ン
マ
ン
』

（
岩
崎
書
店
）

作 

／ 

さ
く
ら 

と
も
こ

絵 

／ 

中
村 

景
児
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▼
私
が
小
学
交
に
入
学
し
た
の
は
31
年
前
。
松

尾
小
に
21
人
。
そ
の
当
時
、
椎
葉
村
に
は
小
学

校
が
10
校
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
７
校
。
今
年

の
松
尾
小
の
入
学
児
童
は
６
人
。
村
内
全
部
を

合
わ
せ
て
も
29
人
。
入
学
児
童
が
い
な
く
て
入

学
式
の
な
い
学
校
も
２
校
あ
り
ま
し
た
▼
以
前
、

学
校
間
の
交
流
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
現
在
は
集
合
学
習
な
ど
で
集
ま

る
こ
と
も
多
く
、
小
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
顔
見

知
り
。
学
校
ご
と
の
児
童
数
が
減
っ
た
分
、
椎

葉
村
全
体
が
一
つ
の
ク
ラ
ス
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
▼
県
内
で
は
学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
い

ま
す
。
子
ど
も
、
保
護
者
、
先
生
、
地
域
の
方
々
、

そ
し
て
行
政
。
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
り
、
統

廃
合
の
問
題
は
簡
単
に
結
論
の
出
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
議
論
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
２
年
後
に
は
娘
も
中
学
生
。
考
え
る
と
一

長
一
短
あ
り･･･

。
今
は
ま
だ
、
自
分
一
人
の
考

え
さ
え
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。（

リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

４
月
10
日
に
行
わ
れ
た
鹿
野
遊
小
学

校
の
入
学
式
。
今
年
の
新
入
学
児
童
は

那
須
琴
乃
さ
ん
１
人
。
と
て
も
緊
張
し

て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
式
で
は
大
き

な
声
で
「
は
い
！
」
と
返
事
が
で
き
ま

し
た
。
在
校
生
は
４
年
生
３
人
。
全
校

生
徒
は
１
年
生
と
４
年
生
合
わ
せ
て
４

人
で
「
飛
び
複
式
」
学
級
の
ひ
と
ク
ラ

ス
。
村
内
一
の
小
規
模
校
と
な
り
ま
し

た
が
、
地
域
の
方
々
や
保
育
所
の
園
児

た
ち
も
集
ま
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

『
鹿
野
遊
小
学
校
入
学
式
』

選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

飛
ば
さ
れ
し
春
の
帽
子
は
風
の
色　
　

	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
深
い
渓
谷
に
架
か
る
橋
の
上
と
し
よ
う
。
そ
の
帽
子
は
ふ
と
し
た
は
ず
み
で

飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。帽
子
は
新
緑
の
谷
底
へ
舞
い
な
が
ら
落
ち
て
い
く
。

帽
子
は
惜
し
い
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
よ
り
も
帽
子
が
春
風
の
中
へ
溶
け

こ
む
と
い
う
ロ
マ
ン
が
嬉
し
か
っ
た
。
正
に
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
。
佳
吟
。

少
年
の
眉
の
凛
々
し
さ
朝
桜　

	

山
本　

和
枝

［
評
］
多
分
、
志
望
校
に
合
格
し
た
新
高
校
生
か
と
思
う
。
こ
の
時
期
の
少
年
は
急

に
大
人
び
る
。
眉
目
秀
麗
。
対
応
す
る
季
語
は
、
今
朝
の
桜
、
燦
然
と
咲
く

さ
く
ら
。
し
か
も
朝
の
冷
気
を
ま
と
う
清
々
し
さ
が
通
底
す
る
。

花
筵
少
し
酔
い
た
る
こ
ぼ
れ
酒　

	
小
八
重
知
津
子

［
評
］
花
筵
と
は
花
見
の
宴う

た
げの
こ
と
。
家
族
、
同
輩
、
同
窓
等
が
集
ま
っ
て
桜
の
下
で

宴
を
ひ
ろ
げ
る
。
食
う
呑
む
唄
う
の
だ
が
、
ど
う
や
ら
酒
が
主
役
の
よ
う
だ
。

酔
っ
た
手
付
き
で
盃
を
出
せ
ば
酒
が
こ
ぼ
れ
そ
う
。慌
て
て
唇
が
迎
え
に
い
く
。

《
入
選
》

か
た
か
ご
の
花
丘
一
つ
覆
ふ
さ
ま

小
丸
川
河
童

鯉
の
ぼ
り
里
の
賑
わ
い
呼
び
も
ど
し

松
岡
今
朝
男

蕨わ
ら
び

・
薇

ぜ
ん
ま
い

宝
庫
が
ど
こ
か
知
っ
て
い
る

那
須　

瑞
穂

両
耳
に
両
手
を
添
え
て
初
音
き
く

那
須　
　

正

合
格
の
嬉
し
き
便
り
ま
た
読
み
て

黒
木　
　

紀

芝
桜
モ
ザ
イ
ク
も
よ
う
さ
な
が
ら
に

黒
木
八
重
子

入

彼

岸

父

の

好

物

思

い

つ

つ

椎
葉
美
穂
子

旧
交
を
あ
た
た
め
て
酌
む
梅
見
酒

戸
辺　

好
郎

椎
葉
湖
の
水
位
下
が
り
て
温
み
け
り

椎
葉
シ
ヅ
子

野
に
い
っ
ぱ
い
鳥
の
囀
り
頬
に
風

椎
葉　
　

満

俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　

今
回
で
第
23
回
を
迎
え
る
日
向
木
挽
唄

の
全
国
大
会
。

　
「
木
挽
唄
」
は
全
国
各
地
で
唄
い
継
が

れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
日
向
木
挽
唄
は
、

昔
な
が
ら
の
風
情
が
そ
の
ま
ま
現
在
に

残
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大

会
に
は
７
０
０
人
を
超
す
参
加
者
が
集
ま

り
、
自
慢
の
の
ど
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
〔
予
選
〕：
６
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜

　
　
　
　
〔
決
勝
〕：
６
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
〜

■
場
所　

日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

第
23
回
「
日
向
木こ

挽び
き

唄う
た

」

　
　
　
　
　
　
　

全
国
大
会

日　

向　

市

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
へ
行
こ
う
よ
！

■問い合わせ先
　日向木挽唄全国大会
　　　実行委員会事務局
　　☎０９８２−５３−５０８６
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　椎葉の春が高山にもおよぶころ、岩がちな山地に淡
紅色でつりがね型の小さな花をたくさんつけた低木を
見かけます。これがツツジ科ドウダンツツジ属のベニ
ドウダンで、関東以西の本州、四国、九州に分布しま
す。ベニドウダンが含まれるドウダンツツジの仲間は細
かい枝葉が密につき、刈り込むことで樹形を色々な形
に整える事ができるので生け垣や植え込みに利用され
ます。枝先には２㎝程度の倒卵形の葉が輪生状につき、
この葉が秋に鮮やかに紅葉することも園芸上の美点に
なります。ときどき人家のそばでも見かけますが、山か
ら移植されたものが多いようです。和名のドウダンは、
その枝分かれする形が結び燈台（三本の棒を途中で結
び合せてその上下を拡げ、上に油皿を置いて点火する
室内用照明器具）に似ていることに由来するといわれ
ています。また、５㎜程度の小さな紅い花が咲きほこ
ろぶさまを満天の星に見立て「満天星」という字をあ
てることもあります。木材として利用されることはほと
んどありませんが、園芸用植物として採取されること
で生息地が減少し、問題となっている地域もあります。

（九州大学宮崎演習林　榎木　勉・内海 泰弘）

ベニドウダン
79

フェイス！
Face 
in May

22
歳
・
上
椎
葉
下
一

勤
務
先
：
中
園
本
店

趣　

味
：
買
い
物
、
ピ
ア
ノ

　椎葉に帰ってきてまだ間もないですが、上椎葉青年の

活動などがんばってます。お店に来られた際は気軽に声

をかけてください。今後もよろしくお願いします。

中な
か

園ぞ
の 

真ま

央お 

さ
ん

笑顔のわ●

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

保健予防係

未来にはばたけ！

那須 晴
はる

斗
と

 くん
上椎葉（下椎葉）

平成19年４月28日生まれ

おとうさん：剛 さん
おかあさん：愛由美 さん

暴れん坊ですが、弟の陽斗が大
好きな優しいお兄ちゃんです。
元気に明るく育ってネ。

岡村 了
りょう

樹
じゅ

 くん
松尾（下松尾）

平成19年５月３日生まれ

おとうさん：亮二 さん
おかあさん：美和 さん

我が家のバイキンマン、ｍｙグ
ローブ＆ボールで「メジャー
ごっこ」に夢中です。

16

　椎葉喜美代 課長の下、村民のみなさんの健康のことを
考え、村内を飛び回る保健予防係の４人組。昨年は健診率
が大幅アップ。病気の早期発見・早期治療でひと安心。生
活習慣や食生活の改善で、目指せ健康日本一の村！

保健師

境
さかい

　裕
ゆ

香
か

 さん

役場 
福祉保健課

ほ　　  けん　　 よ　　  ぼう　  がかり

早
め
の
予
防
が

大
事
で
す
よ
！

病
は
気
か
ら

笑
顔
で
元
気
に
！

保健師

日
ひ

與
よ

川
かわ

 瑠
る

美
み

 さん


